
南
方
熊
楠
と
『
ネ
イ
チ
ャ
ー
』

八
五

は
じ
め
に

南
方
熊
楠
は
一
八
九
三
年
一
〇
月
五
日
号
の「
東
洋
の
星
座
」で『
ネ
イ
チ
ャ
ー
』

に
デ
ビ
ュ
ー
し
、
以
後
、
一
九
一
四
年
ま
で
に
計
五
一
篇
の
論
文
が
掲
載
さ
れ
る

こ
と
に
な
る
。
一
九
二
五
年
に
書
か
れ
た
矢
吹
義
夫
宛
書
簡
、
い
わ
ゆ
る
「
履
歴

書
」
で
熊
楠
自
身
は
「
其
時
丁
度
ネ
ー
チ
ユ
ー
ル
（
御
承
知
通
り
英
国
で
第
一
の

週
刊
科
学
雑
誌
）
に
天
文
学
上
の
問
題
を
出
せ
し
者
あ
り
し
が
誰
も
答
ふ
る
も
の

な
か
り
し
を
小
生
一
見
し
て
下
宿
の
老
婆
に
字
書
一
冊
を
借
る
、
極
め
て
損
じ
た

本
で
Ａ
か
ら
Ｑ
迄
有
て
Ｒ
よ
り
Ｚ
迄
全
く
欠
け
た
り
、
小
生
そ
の
字
書
を
手
に
し

答
文
を
草
し
編
輯
人
に
送
り
し
に
忽
ち
ネ
ー
チ
ユ
ー
ル
に
掲
載
さ
れ
て
タ
イ
ム
ス

以
下
諸
新
紙
に
批
評
出
で
大
に
名
を
挙
げ
」
と
自
慢
げ
に
語
り
、「
南
方
植
物
学

研
究
所
設
立
趣
意
書
」
で
は
天
文
学
の
懸
賞
論
文
で
一
等
を
と
っ
た
こ
と
に
ま
で

な
る
。
実
際
に
は
『
タ
イ
ム
ズ
』
に
批
評
は
出
て
い
な
い（
1
）し
、
懸
賞
論
文
だ
っ

た
わ
け
で
も
な
い
。
も
ち
ろ
ん
『
ネ
イ
チ
ャ
ー
』
に
掲
載
さ
れ
た
こ
と
は
お
お
い

に
評
価
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
が
、
一
八
九
三
年
の
段
階
で
は
、
た
し
か
に
世
界
的

に
有
名
な
雑
誌
で
は
あ
っ
た
も
の
の
、
現
在
の
よ
う
に
一
流
の
科
学
者
た
ち
に
よ

る
最
先
端
の
論
文
ば
か
り
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
査
読
制
度

も
ま
だ
採
用
さ
れ
て
お
ら
ず
、
掲
載
さ
れ
る
論
文
に
も
専
門
の
科
学
者
と
ア
マ

チ
ュ
ア
に
よ
る
も
の
と
が
混
在
し
て
い
た
。
一
方
で
、
熊
楠
の
論
文
が
掲
載
さ
れ

た
の
が
「
読
者
投
稿
欄
」
と
さ
れ
た
こ
と
で
、
近
年
で
は
逆
に
過
小
評
価
さ
れ
る

向
き
も
あ
っ
た
。
で
は
、
こ
の
欄
の
性
格
は
実
際
に
は
ど
の
よ
う
な
も
の
だ
っ
た

の
か
。
熊
楠
の
『
ネ
イ
チ
ャ
ー
』
掲
載
論
文
を
正
し
く
評
価
す
る
に
は
、
当
時
の

誌
面
の
分
析
が
必
要
と
な
る
。

本
稿
で
は
、「
東
洋
の
星
座
」
が
掲
載
さ
れ
た
『
ネ
イ
チ
ャ
ー
』
第
四
八
巻
の

全
体
を
見
渡
す
こ
と
で
、
当
時
の
『
ネ
イ
チ
ャ
ー
』
が
ど
の
よ
う
な
雑
誌
だ
っ
た

の
か
を
示
し
、
そ
の
う
え
で
熊
楠
の
投
稿
の
位
置
づ
け
を
試
み
る
。
さ
ら
に
、
筆

者
が
こ
れ
ま
で
主
と
し
て
扱
っ
て
き
た
『
Ｎ
＆
Ｑ
』
誌
、
お
よ
び
そ
ち
ら
に
掲
載

さ
れ
た
熊
楠
の
論
文
と
の
比
較
も
合
わ
せ
て
行
う
こ
と
と
す
る（
2
）。

『
ネ
イ
チ
ャ
ー
』
と
熊
楠

『
ネ
イ
チ
ャ
ー
』
の
創
刊
は
一
八
六
九
年
一
一
月
四
日
の
こ
と
で
あ
り
、
こ
れ

南
方
熊
楠
と
『
ネ
イ
チ
ャ
ー
』

　
　

―
「
東
洋
の
星
座
」
掲
載
を
め
ぐ
っ
て
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八
六

は
科
学
誌
の
な
か
で
は
け
っ
し
て
早
い
も
の
で
は
な
い
。
イ
ギ
リ
ス
の
初
期
の
科

学
誌
と
い
え
ば
、
王
立
協
会
の
『
ト
ラ
ン
ザ
ク
シ
ョ
ン
ズ
』（
一
六
六
五
年
創
刊
）

が
あ
る
が
、
基
本
的
に
は
協
会
の
メ
ン
バ
ー
に
よ
っ
て
の
み
執
筆
さ
れ
、
読
ま
れ

た
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
一
九
世
紀
中
葉
か
ら
一
般
読
者
を
も
対
象
と
し
、

購
読
料
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
る
科
学
誌
が
出
現
す
る
。
い
わ
ゆ
る
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
・

サ
イ
エ
ン
ス
の
流
れ
に
あ
る
も
の
で
、
新
興
の
ミ
ド
ル
ク
ラ
ス
が
購
読
層
の
中
心

を
な
し
た（
3
）。
彼
ら
に
と
っ
て
科
学
は
、
歴
史
、
文
学
、
芸
術
な
ど
と
並
ん
で
、

身
に
つ
け
る
べ
き
教
養
の
ひ
と
つ
で
あ
り
、
わ
か
り
や
す
く
噛
み
砕
い
て
教
え
て

く
れ
る
入
門
的
な
雑
誌
が
必
要
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、『
ネ
イ
チ
ャ
ー
』

は
一
般
読
者
へ
の
啓
蒙
と
と
も
に
、
最
先
端
の
科
学
誌
と
い
う
側
面
も
備
え
る
こ

と
を
目
指
し
て
お
り
、
そ
の
象
徴
が
投
稿
欄
（
こ
れ
が
近
年
は
読
者
投
稿
欄
と
さ

れ
た
箇
所
で
あ
る
）
で
あ
っ
た
。

創
刊
者
の
ノ
ー
マ
ン
・
ロ
ッ
キ
ャ
ー
は
ウ
ォ
リ
ッ
ク
シ
ャ
の
ラ
グ
ビ
ー
出
身
で
、

大
学
等
の
学
歴
は
な
い
も
の
の
、
陸
軍
省
に
事
務
官
と
し
て
勤
務
の
か
た
わ
ら
、

ア
マ
チ
ュ
ア
の
天
文
学
者
と
し
て
名
を
あ
げ
、
一
八
六
九
年
に
『
ネ
イ
チ
ャ
ー
』

を
立
ち
上
げ
る
と
、
一
八
七
一
年
に
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
大
学
講
師
、
一
八
八
五
年
に

ケ
ン
ジ
ン
ト
ン
太
陽
物
理
天
文
台
所
長
と
な
り
、
や
が
て
は
イ
ギ
リ
ス
科
学
振
興

協
会
会
長
や
王
立
協
会
副
会
長
を
務
め
る
ま
で
に
の
ぼ
り
つ
め
た
。
一
九
世
紀
イ

ギ
リ
ス
に
典
型
的
な
、
ア
マ
チ
ュ
ア
出
身
の
成
功
し
た
科
学
者
と
い
え
る
。
天
文

学
者
と
し
て
は
、
太
陽
観
測
に
業
績
が
多
く
、
ヘ
リ
ウ
ム
の
存
在
を
予
言
、
命
名

し
た
こ
と
で
知
ら
れ
る
。
一
方
で
、
古
代
エ
ジ
プ
ト
の
天
文
学
を
扱
っ
た
『
天
文

学
の
曙
』（
一
八
九
四
年
）
の
よ
う
な
文
化
史
的
な
研
究
も
あ
る
。
ロ
ッ
キ
ャ
ー

は
亡
く
な
る
前
年
の
一
九
一
九
年
ま
で
約
五
〇
年
間
に
わ
た
っ
て『
ネ
イ
チ
ャ
ー
』

の
編
集
指
揮
を
と
り
つ
づ
け
、
そ
の
影
響
は
誌
面
に
色
濃
く
あ
ら
わ
れ
て
い
た
。

熊
楠
は
ロ
ッ
キ
ャ
ー
と
面
識
が
あ
り
、
大
英
博
物
館
を
追
放
さ
れ
た
際
に
は
取

り
な
し
を
頼
み
に
行
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
す
げ
な
く
断
ら
れ
た
よ
う
で
、
の
ち

に
書
簡
で
「
ロ
ッ
キ
ヤ
ー
は
小
生
も
会
い
し
こ
と
あ
る
が
、
実
に
倨
傲
無
比
の
老

な
り
」（
上
松
蓊
宛
、
一
九
一
九
年
九
月
三
日
付
）
と
く
さ
し
て
い
る
。

熊
楠
が
初
め
て
『
ネ
イ
チ
ャ
ー
』
を
手
に
取
っ
た
時
期
は
定
か
で
な
い
。
南
方

熊
楠
顕
彰
館
に
残
さ
れ
て
い
る
『
ネ
イ
チ
ャ
ー
』
は
、
一
八
八
八
年
八
月
一
六
日

号
が
も
っ
と
も
古
く
、
こ
れ
を
ふ
く
め
一
八
八
八
年
の
も
の
が
三
冊
、
一
八
八
九

年
の
が
九
冊
、
一
八
九
〇
年
の
が
一
八
冊
あ
る
。
ア
メ
リ
カ
の
ア
ナ
ー
バ
ー
時
代

に
、『
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
・
サ
イ
エ
ン
ス
・
マ
ン
ス
リ
ー
』
な
ど
と
と
も
に
購
入
し
て

読
ん
で
い
た
よ
う
で
、
日
記
に
も
く
り
か
え
し
言
及
が
み
ら
れ
る
。
日
本
へ
帰
国

後
も
、
若
干
の
中
断
は
あ
る
も
の
の
、
一
九
三
二
年
末
に
購
読
を
停
止
す
る
ま
で

約
四
五
年
間
も
読
み
つ
づ
け
た
。
な
お
、
熊
楠
の
も
と
に
届
い
た
最
終
の

一
九
三
三
年
一
月
二
一
日
号
に
も
、
彙
報
欄
に
出
た
Ｊ
・
Ａ
・
マ
カ
ロ
ッ
ク
『
中

世
の
信
仰
と
寓
話
』
の
紹
介
へ
の
書
き
込
み
が
残
さ
れ
て
お
り
、
最
後
ま
で
目
を

通
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

『
ネ
イ
チ
ャ
ー
』
第
四
八
巻

本
稿
で
扱
う
『
ネ
イ
チ
ャ
ー
』
第
四
八
巻
は
、
一
八
九
三
年
五
月
か
ら
一
〇
月

ま
で
の
半
年
間
、
五
月
四
日
号
か
ら
一
〇
月
二
六
日
号
ま
で
の
計
二
六
週
分
を
収

め
る
も
の
で
あ
る
。
当
時
の
イ
ギ
リ
ス
の
週
刊
誌
は
、
一
一
〜
四
月
、
五
〜
一
〇

月
の
二
期
制
を
と
る
も
の
が
多
く
、
半
年
ご
と
に
一
巻
（
あ
る
い
は
一
集
。
英
語



南
方
熊
楠
と
『
ネ
イ
チ
ャ
ー
』

八
七

で
は
ヴ
ォ
リ
ュ
ー
ム
な
い
し
シ
リ
ー
ズ
）
と
し
て
ま
と
め
ら
れ
、
索
引
や
総
目
次

も
作
成
さ
れ
た
（
年
二
回
刊
の
雑
誌
も
五
月
と
一
一
月
に
発
刊
さ
れ
る
ケ
ー
ス
が

目
に
つ
く
）。
ノ
ン
ブ
ル
も
五
月
四
日
号
が
一
〜
二
四
頁
、
翌
週
の
五
月
一
一
日

号
は
二
五
頁
か
ら
始
ま
っ
て
四
八
頁
ま
で
と
い
う
よ
う
に
半
年
間
積
み
重
ね
ら
れ

て
い
き
、
第
四
九
巻
に
入
っ
た
一
一
月
二
日
号
で
一
頁
に
戻
る
。
な
お
、『
ネ
イ

チ
ャ
ー
』
の
表
紙
と
し
て
有
名
な
地
球
の
図
と
ワ
ー
ズ
ワ
ー
ス
か
ら
の
引
用
は
、

五
月
と
一
一
月
の
第
一
週
の
号
に
し
か
入
ら
な
い
。
ち
な
み
に
、『
ネ
イ
チ
ャ
ー
』

は
日
付
け
ど
お
り
の
日
に
発
行
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

各
号
は
原
則
と
し
て
全
二
四
頁
で
構
成
さ
れ
る
が
、
増
頁
号
も
あ
り
、
第
四
八

巻
は
全
六
三
二
頁
（
＋
索
引
が
四
〇
頁
）
と
な
っ
て
い
る
。
基
本
的
な
誌
面
構
成

は
毎
号
変
わ
ら
ず
、
以
下
の
よ
う
に
な
る
（
図
1
を
参
照
）。
①
科
学
諸
分
野
の

入
門
的
な
書
籍
を
取
り
上
げ
て
紹
介
す
る
文
章
（
通
常
計
二
篇
。
依
頼
原
稿
と
編

集
部
に
よ
る
も
の
が
混
在
）、
②
書
評
（O

u
r B

o
o

k S
h

elf
、
編
集
部
に
よ
る
も

の
が
多
い
が
、
依
頼
原
稿
や
投
稿
も
あ
る
）、
③
投
稿
欄
（L

etters to th
e 

E
ditor

）、
④
彙
報
欄
（
雑
報
、
学
会
近
況
な
ど
）。
④
は
さ
ら
に
細
分
で
き
、
Ａ
・

研
究
報
告
、
短
信
、
国
内
外
の
学
会
で
の
発
表
の
紹
介
、
Ｂ
・
ノ
ー
ト
（
新
聞
や

雑
誌
の
記
事
の
紹
介
、
人
事
、
公
開
レ
ク
チ
ャ
ー
な
ど
）、
Ｃ
・
天
文
学
コ
ラ
ム
、

Ｄ
・
地
理
学
ノ
ー
ト
、
Ｅ
・
大
学
お
よ
び
研
究
機
関
人
事
ほ
か
、
Ｆ
・
科
学
誌
、
Ｇ
・

協
会
と
学
会
、
Ｈ
・
寄
贈
さ
れ
た
書
籍
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
、
雑
誌
、
Ｉ
・
各
協
会

の
日
ご
よ
み
と
な
る
。こ
の
う
ち
Ｂ
Ｃ
Ｇ
Ｈ
に
つ
い
て
は
毎
号
欠
か
さ
ず
あ
る
が
、

他
の
項
目
は
な
い
週
も
あ
る
。
順
番
が
入
れ
替
わ
っ
た
り
、
名
称
が
微
妙
に
異
な

る
こ
と
も
あ
る
。
基
本
的
に
④
は
編
集
部
に
よ
る
記
事
と
な
る
が
、
Ａ
な
ど
に
署

名
記
事
が
ふ
く
ま
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
こ
の
署
名
記
事
（
イ
ニ
シ
ャ
ル
の
み
の
も

の
も
あ
る
）
は
性
格
が
ま
ち
ま
ち
で
、
ロ
ッ
キ
ャ
ー
が
天
文
学
に
ま
つ
わ
る
連
載

を
し
た
り
、
新
し
い
科
学
機
器
の
解
説
が
出
た
り
と
、
雑
多
な
内
容
と
し
か
い
い

よ
う
が
な
い
。
た
だ
し
、
署
名
記
事
の
か
た
ち
を
と
っ
て
い
る
も
の
も
、
そ
の
う

ち
の
か
な
り
の
部
分
は
、
学
会
や
研
究
会
で
の
報
告
を
編
集
部
が
要
約
し
た
も
の

で
あ
る
。
な
お
、
以
下
で
は
①
②
④
の
も
の
を
記
事
、
③
の
も
の
を
論
文
と
呼
ぶ

こ
と
に
す
る
。

で
は
、
五
月
四
日
号
を
詳
し
く
見
て
い
こ
う（
4
）。
ま
ず
、
①
の
冒
頭
に
は
リ

ヴ
ァ
プ
ー
ル
大
学
教
授
で
王
立
協
会
会
員
で
も
あ
っ
た
オ
リ
ヴ
ァ
・
ロ
ッ
ジ
に
よ

る
「
あ
る
ア
メ
リ
カ
の
物
理
学
の
教
科
書
」（
ペ
ン
シ
ル
ヴ
ェ
ニ
ア
大
学
の
ジ
ョ
ー 図 1　1893 年 5月 4日号『ネイチャー』目次
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八

ジ
・
Ｆ
・
バ
ー
カ
ー
著
『
物
理
学
上
級
コ
ー
ス
』
の
紹
介
）
が
置
か
れ
、
つ
づ
い

て
無
署
名
の
「
バ
ビ
ロ
ニ
ア
の
コ
ス
モ
ロ
ジ
ー
」（
シ
ュ
ト
ラ
ー
ス
ブ
ル
ク
の
Ｐ
・

ジ
ェ
ン
セ
ン
著
『
バ
ビ
ロ
ニ
ア
の
宇
宙
観
』
の
紹
介
。
＊
当
時
は
ド
イ
ツ
領
）
が

配
さ
れ
て
い
る
。い
ず
れ
も
入
門
的
な
科
学
書
を
平
易
に
解
説
し
た
内
容
で
あ
る
。

つ
づ
い
て
三
頁
に
②
書
評
欄
が
あ
り
、デ
ィ
ッ
キ
ー『
自
然
地
理
学
の
諸
要
素
』、

パ
ウ
エ
ル
『
ス
ミ
ソ
ニ
ア
ン
協
会
長
へ
の
民
族
学
部
第
七
次
年
報
告
一
八
八
五
〜

八
六
年
』
の
二
つ
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
い
ず
れ
も
無
署
名
で
あ
る
。

同
じ
三
頁
の
右
段
後
半
か
ら
始
ま
る
③
投
稿
欄
に
は
四
篇
が
出
て
お
り
、
ク
レ

メ
ン
ト
・
Ｌ
・
ラ
ッ
ジ
「
豪
雨
」、
シ
ド
ニ
ー
・
Ｂ
・Ｊ
・
ス
カ
ー
チ
リ
ー
「
一
八
九
三

年
春
の
香
港
の
寒
波
、
そ
の
影
響
」、
Ｗ
・
Ｆ
・
デ
ニ
ン
グ
「
四
月
の
流
星
」、
ク

リ
ー
ヴ
ラ
ン
ド
・
ア
ビ
ー
「
ス
ミ
ソ
ニ
ア
ン
協
会
文
書
」
と
並
ん
で
い
る
。
ラ
ッ

ジ
は
ウ
ス
タ
ー
シ
ャ
出
身
の
著
名
な
気
象
学
者
で
、
当
時
は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の

ク
イ
ー
ン
ズ
ラ
ン
ド
植
民
地
の
気
象
官
を
務
め
て
い
た
。
こ
の
論
文
も
ブ
リ
ズ
ベ

ン
か
ら
投
稿
さ
れ
て
い
る
。ス
カ
ー
チ
リ
ー
は
レ
ス
タ
ー
シ
ャ
出
身
の
植
物
学
者
・

地
理
学
者
で
、
香
港
西
医
書
院
の
植
物
学
教
授
を
務
め
て
お
り
、
孫
文
を
教
え
た

こ
と
で
も
知
ら
れ
る
。
デ
ニ
ン
グ
は
サ
マ
セ
ッ
ト
出
身
の
ア
マ
チ
ュ
ア
天
文
学
者

で
、膨
大
な
数
の
彗
星
を
発
見
し
た
こ
と
で
著
名
で
あ
る
。ア
ビ
ー
は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
出
身
の
気
象
学
者
で
、
当
時
は
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
の
気
象
学
教
授
で
あ
っ
た
。

ワ
シ
ン
ト
ン
か
ら
の
投
稿
で
あ
る
。
こ
の
号
だ
け
を
見
る
と
、
気
象
学
関
連
の
論

文
が
多
い
が
、
別
に
特
集
が
組
ま
れ
て
い
た
わ
け
で
は
な
く
、
気
象
学
関
連
の
論

文
や
記
事
は
こ
の
時
代
の
『
ネ
イ
チ
ャ
ー
』
を
代
表
す
る
コ
ン
テ
ン
ツ
で
あ
り
、

投
稿
も
多
か
っ
た
の
で
あ
る（
5
）。
な
お
、
投
稿
欄
の
冒
頭
に
は
「
編
集
部
は
投

稿
者
の
示
す
意
見
に
は
責
任
を
負
わ
な
い
…
…
」
と
注
記
さ
れ
て
お
り
、
逆
に
言

え
ば
、
そ
の
他
の
記
事
に
は
何
ら
か
の
レ
ベ
ル
で
編
集
部
の
企
図
と
責
任
が
あ
る

と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
。

そ
し
て
六
頁
か
ら
④
が
始
ま
り
、
ま
ず
リ
チ
ャ
ー
ド
・
Ａ
・
グ
レ
ゴ
リ
ー
に
よ

る
「
ぎ
ょ
し
ゃ
座
の
新
星
の
起
源
」
と
い
う
三
頁
弱
に
お
よ
ぶ
長
い
記
事
が
あ
る
。

八
頁
か
ら
は
「
王
立
協
会
の
候
補
者
選
出
」
と
し
て
一
五
人
の
新
入
会
員
候
補
の

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
が
並
べ
ら
れ
、
ア
ル
フ
レ
ッ
ド
・
ラ
ッ
セ
ル
・
ウ
ォ
レ
ス
の
名
も

見
え
る
。
次
い
で
一
一
頁
か
ら
Ｂ
・
ノ
ー
ト
と
な
り
、
人
事
、
公
開
レ
ク
チ
ャ
ー
、

出
版
、
国
内
外
の
雑
誌
や
新
聞
か
ら
の
引
用
、
調
査
で
発
見
さ
れ
た
生
物
一
覧
、

植
物
園
に
新
た
に
植
え
ら
れ
た
花
々
な
ど
の
話
題
が
詰
め
込
ま
れ
て
い
る
。
一
五

頁
か
ら
は
Ｃ
・
天
文
学
コ
ラ
ム
が
始
ま
り
、「
火
星
の
南
極
冠
」「
大
小
の
惑
星
の

光
度
」
な
ど
六
つ
の
短
文
が
出
て
い
る
。
実
際
の
観
測
者
の
た
め
に
位
置
情
報
や

数
字
が
示
さ
れ
、
新
し
い
光
学
機
器
を
テ
ス
ト
し
た
報
告
な
ど
も
ふ
く
ま
れ
る
。

つ
づ
い
て
Ｄ
・
地
理
学
ノ
ー
ト
が
あ
り
、
新
聞
記
事
の
引
用
、
ナ
ン
セ
ン
の
探
検

に
つ
い
て
の
情
報
な
ど
が
並
ん
で
い
る
。
そ
の
あ
と
に
Ｇ
・
ヘ
ッ
ペ
ル
「
数
学
教

育
に
お
け
る
歴
史
の
利
用
」（
幾
何
学
教
育
改
良
協
会
で
発
表
さ
れ
た
内
容
の
要

約
）
と
Ｆ
・
Ｗ
・
オ
リ
ヴ
ァ
「
霧
と
作
物
」（
王
立
園
芸
協
会
で
発
表
さ
れ
た
内

容
の
一
部
）
が
挟
み
込
ま
れ
る
。
こ
う
し
た
要
約
的
な
記
事
は
あ
る
号
と
な
い
号

が
あ
り
、
場
所
も
ま
ち
ま
ち
で
あ
る
。
そ
し
て
Ｅ
・
大
学
お
よ
び
研
究
機
関
人
事

ほ
か
で
は
、
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
の
セ
ン
ト
・
ジ
ョ
ン
ズ
・
カ
レ
ッ
ジ
の
リ
チ
ャ
ー
ド
・

ペ
ン
ド
ル
バ
リ
ー
が
数
学
講
師
に
再
任
さ
れ
た
こ
と
、
数
学
の
ス
ミ
ス
・
プ
ラ
イ

ズ
の
受
賞
者
が
決
ま
っ
た
こ
と
な
ど
が
出
て
い
る
。
Ｆ
・
科
学
誌
で
は
諸
誌
か
ら

の
引
用
と
紹
介
が
な
さ
れ
る
。
Ｇ
・
協
会
と
学
会
で
は
、
王
立
協
会
や
リ
ン
ネ
協

会
、
さ
ら
に
は
パ
リ
の
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
で
の
報
告
に
つ
い
て
紹
介
さ
れ
、
か
な
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八
九

り
詳
し
い
も
の
と
簡
潔
な
も
の
が
混
じ
っ
て
い
る
。
Ｈ
・
寄
贈
さ
れ
た
書
籍
、
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
、
雑
誌
に
は
、
タ
イ
ト
ル
一
覧
が
並
べ
ら
れ
て
い
る
。
Ｉ
・
各
協
会

の
日
ご
よ
み
は
、五
月
四
日
か
ら
の
一
週
間
に
行
わ
れ
る
講
演
等
の
一
覧
で
あ
る
。

率
直
に
言
え
ば
、
④
の
う
ち
、
Ｂ
・
ノ
ー
ト
、
Ｅ
・
大
学
お
よ
び
研
究
機
関
人

事
ほ
か
、
Ｆ
・
科
学
誌
、
Ｇ
・
協
会
と
学
会
に
は
厳
密
な
違
い
が
あ
る
わ
け
で
は

な
い
よ
う
に
感
じ
る
。

分
量
で
見
る
と
、
①
が
二
頁
半
弱
、
②
が
半
頁
弱
、
③
が
三
頁
、
④
が
一
九
頁

弱
と
な
っ
て
お
り
、
④
が
大
部
分
を
占
め
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
傾
向
は

他
の
号
に
も
共
通
す
る
。
④
の
な
か
で
の
各
項
の
分
量
は
号
に
よ
る
変
動
が
大
き

い
。投

稿
者
お
よ
び
読
者
は
三
層
が
想
定
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
大
学
等
の
研
究
機

関
に
籍
を
置
く
専
門
の
科
学
者
、
ア
マ
チ
ュ
ア
と
し
て
活
動
し
て
い
る
科
学
者
、

科
学
的
な
活
動
を
行
っ
て
い
な
い
一
般
読
者
で
あ
る
。
そ
し
て
、
①
②
は
一
般
読

者
向
け
の
記
事
、
③
が
専
門
の
科
学
者
／
ア
マ
チ
ュ
ア
に
よ
る
最
新
の
研
究
や
観

測
結
果
の
報
告
、
④
に
は
一
般
読
者
と
専
門
の
科
学
者
へ
の
情
報
が
混
在
し
て
い

る
。
④
の
部
分
か
ら
は
、
週
刊
誌
と
し
て
最
新
の
情
報
を
ま
と
め
て
伝
え
る
役
割

が
読
み
取
れ
る
。

『
ネ
イ
チ
ャ
ー
』
第
四
八
巻
の
投
稿
欄

つ
づ
い
て
第
四
八
巻
の
二
六
週
分
各
号
の
投
稿
欄
に
お
け
る
掲
載
数
お
よ
び
、

注
目
す
べ
き
論
文
に
つ
い
て
示
し
て
い
こ
う
。
イ
ニ
シ
ャ
ル
の
み
、
な
い
し
は
ペ

ン
ネ
ー
ム
で
の
投
稿
に
つ
い
て
も
指
摘
す
る
。

五
月
四
日
号
は
前
述
の
よ
う
に
四
篇
で
あ
る
。
五
月
一
一
日
号
は
九
篇
で
、
イ

ニ
シ
ャ
ル
の
み
の
Ｌ
・
Ｃ
・
Ｍ
な
る
投
稿
者
に
よ
る
「
医
学
生
物
学
」
が
あ
る
。

五
月
一
八
日
号
は
五
篇
、
五
月
二
五
日
号
は
一
〇
篇
、
六
月
一
日
号
は
七
篇
、
六

月
八
日
号
は
七
篇
。
六
月
一
五
日
号
は
五
篇
で
、
Ｆ
・
Ｈ
・
Ｐ
・
Ｃ
な
る
イ
ニ
シ
ャ

ル
の
み
の
投
稿
者
が
い
る
。
六
月
二
二
日
号
は
六
篇
で
、
オ
ス
テ
ン
＝
サ
ッ
ケ
ン

が
「
特
徴
的
な
蝿
の
う
じ
」
を
寄
せ
て
い
る
。
六
月
二
九
日
号
は
五
篇
。
七
月
六

日
号
は
八
篇
で
、フ
ラ
ン
シ
ス
・
ゴ
ー
ル
ト
ン
が
指
紋
を
扱
っ
た
「
ア
イ
デ
ン
テ
ィ

フ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」が
出
て
い
る
。
七
月
一
三
日
号
は
六
篇
で
、イ
ン
ド
の
ラ
ホ
ー

ル
（
現
パ
キ
ス
タ
ン
）
か
ら
「
奇
妙
な
霰
」
を
投
稿
し
て
い
る
カ
ン
ハ
イ
ヤ
ラ
ル

の
名
が
見
え
る
。
七
月
二
〇
日
号
は
六
篇
、
七
月
二
七
日
号
は
七
篇
、
八
月
三
日

号
は
七
篇
、
八
月
一
〇
日
号
は
六
篇
。
八
月
一
七
日
号
は
一
四
篇
で
、
イ
ニ
シ
ャ

ル
の
み
の
投
稿
者
が
、
Ａ
・
Ｂ
・
Ｍ
と
Ｍ
・
Ａ
・
Ｂ
の
二
人
い
る
ほ
か
、「
通
知

の
書
き
手
」な
る
ペ
ン
ネ
ー
ム
の
人
物
も
確
認
さ
れ
る
。
八
月
二
四
日
号
は
七
篇
。

八
月
三
一
日
号
は
一
三
篇
で
、
カ
ン
ハ
イ
ヤ
ラ
ル
が
「
数
学
者
へ
の
ア
ピ
ー
ル
」

を
寄
せ
、
そ
の
ほ
か
、「
レ
ビ
ュ
ア
ー
」
な
る
投
稿
者
（
編
集
者
の
よ
う
で
あ
る
）

も
い
る
。
九
月
七
日
号
は
七
篇
、
九
月
一
四
日
号
は
四
篇
。
九
月
二
一
日
号
は
三

篇
で
ア
ッ
シ
リ
ア
人
考
古
学
者
の
ホ
ル
ム
ズ
ド
・
ラ
ッ
サ
ム
が
「
ア
ッ
シ
リ
ア
遺

物
の
盗
難
に
つ
い
て
」
を
書
い
て
い
る
。
九
月
二
八
日
号
は
六
篇
。
一
〇
月
五
日

号
は
六
篇
で
ラ
ッ
サ
ム
が
再
び
同
題
の
論
文
を
寄
せ
て
い
る
。
一
〇
月
一
二
日
号

は
六
篇
で
、
イ
ニ
シ
ャ
ル
の
み
の
Ｌ
・
Ｃ
・
Ｍ
が
い
る
ほ
か
、
熊
楠
の
二
本
目
の

「
動
物
の
保
護
色
に
関
す
る
中
国
人
の
先
駆
的
観
察
」
が
出
て
い
る
。
一
〇
月

一
九
日
号
は
四
篇
で
、
イ
ニ
シ
ャ
ル
の
み
の
Ｍ
・
Ｄ
・
Ｈ
が
い
る
。
一
〇
月
二
六

日
号
は
八
篇
。
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合
計
で
一
七
六
篇
と
な
る
。
号
ご
と
で
は
最
少
が
九
月
二
一
日
号
の
三
篇
。
最

多
は
八
月
一
七
日
号
の
一
四
篇
で
、
こ
の
週
は
投
稿
欄
が
六
頁
半
に
お
よ
び
、
そ

の
た
め
か
④
の
彙
報
欄
が
圧
縮
さ
れ
、
抜
け
て
い
る
項
目
も
あ
る
。
各
号
で
の
掲

載
本
数
な
い
し
ス
ペ
ー
ス
に
は
と
く
に
き
ま
り
は
な
か
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

二
六
週
を
平
均
す
る
と
、約
六
・
八
篇
と
な
る
。
な
お
、ほ
と
ん
ど
は
単
著
論
文
で
、

共
著
は
二
篇
に
と
ど
ま
る
。

つ
づ
い
て
、イ
ニ
シ
ャ
ル
／
ペ
ン
ネ
ー
ム
に
つ
い
て
見
て
お
き
た
い
。イ
ニ
シ
ャ

ル
の
み
が
六
篇
、「
通
知
の
書
き
手
」
と
「
レ
ビ
ュ
ア
ー
」
が
各
一
篇
の
計
八
篇
で
、

総
数
の
約
四
・
五
パ
ー
セ
ン
ト
と
な
る
。
彼
ら
が
ア
マ
チ
ュ
ア
だ
っ
た
の
か
、
専

門
家
が
名
を
隠
し
た
の
か
は
不
明
だ
が
、
少
な
く
と
も
自
分
の
名
を
は
っ
き
り
と

出
し
て
い
る
投
稿
者
た
ち
と
は
、
意
識
の
違
い
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ

う
。
補
足
す
れ
ば
、
イ
ニ
シ
ャ
ル
の
み
の
投
稿
は
、
①
②
④
に
も
少
な
く
な
い
。

六
月
二
九
日
号
巻
頭
の
「
電
子
力
学
」
は
Ｐ
・
Ｄ
が
担
当
し
、
一
〇
月
五
日
号
の

書
評
欄
で
は
Ｇ
と
い
う
人
物
が
エ
ド
ワ
ー
ズ
『
初
心
者
へ
の
微
分
学
』
を
取
り
上

げ
、
八
月
二
四
日
号
の
④
の
「
雑
種
植
物
の
微
少
構
造
」
は
Ｆ
・
Ｅ
・
Ｗ
に
よ
る

と
い
っ
た
具
合
だ
。
現
在
の
科
学
誌
で
は
あ
り
え
な
い
だ
ろ
う
が
、
一
九
世
紀
以

前
の
雑
誌
、
文
芸
、
新
聞
の
世
界
で
は
珍
し
い
こ
と
で
な
く
、
ほ
か
に
『
Ｎ
＆
Ｑ
』

で
も
し
ば
し
ば
見
ら
れ
た
。
投
稿
欄
へ
の
投
稿
者
の
ほ
う
が
自
分
の
名
を
売
る
意

識
が
高
か
っ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
推
察
さ
れ
る
が
、
編
集
部
が
こ
の
部
分
に
は
責

任
を
負
わ
な
い
と
注
記
し
て
い
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
イ
ニ
シ
ャ
ル
や
ペ
ン
ネ
ー
ム

で
の
投
稿
・
掲
載
を
認
め
て
い
た
点
に
は
注
意
す
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う（
6
）。

同
じ
投
稿
者
が
複
数
回
の
投
稿
を
し
て
い
る
ケ
ー
ス
は
け
っ
し
て
少
な
く
な

い
。
第
四
八
巻
の
最
多
投
稿
者
は
ウ
ォ
レ
ス
で
、五
月
一
一
日
号「
Ｆ
・Ｗ
・
フ
ォ
ー

ブ
ズ
氏
の
チ
ャ
タ
ム
諸
島
で
の
発
見
」、
六
月
二
九
日
号
の
「
ア
ル
プ
ス
の
湖
に

お
け
る
氷
河
理
論
」、
七
月
二
〇
日
号
「
獲
得
形
質
の
非
遺
伝
性
」、
八
月
二
四
日

号
「
胎
児
期
の
性
格
へ
の
影
響
」
お
よ
び
「
南
ア
フ
リ
カ
の
動
物
の
生
態
」、

一
〇
月
一
九
日
号
「
ブ
ラ
ジ
ル
の
氷
河
作
用
と
推
定
さ
れ
る
も
の
」
と
六
篇
に
の

ぼ
る
。
こ
の
ほ
か
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
で
出
版
さ
れ
た
チ
ャ
ー
ル
ズ
・
ウ
ィ
リ

ア
ム
・
パ
ー
ネ
ル
著
『
動
物
の
知
性
』
を
扱
っ
た
五
月
二
五
日
号
の
巻
頭
記
事
「
理

性
対
本
能
」
も
担
当
し
て
い
る
。

ほ
か
に
も
、
熊
楠
が
一
〇
月
五
日
号
「
東
洋
の
星
座
」
と
一
〇
月
一
二
日
号
と

「
動
物
の
保
護
色
に
関
す
る
中
国
人
の
先
駆
的
観
察
」
と
二
週
連
続
で
出
て
い
る

ほ
か
、
Ｊ
・
エ
ド
マ
ン
ド
・
ク
ラ
ー
ク
が
五
月
一
八
日
号
「
日
中
の
流
星
、
五
月

一
八
日
」
と
五
月
二
五
日
号
「
天
井
の
煤
形
」
を
寄
せ
る
な
ど
、
枚
挙
に
い
と
ま

が
な
い
。
ま
た
、
五
月
四
日
号
で
「
豪
雨
」
を
書
い
た
ラ
ッ
ジ
が
、
五
月
一
八
日

号
の
彙
報
欄
に
「
動
力
の
基
礎
公
理
」
を
出
し
、
つ
づ
い
て
六
月
一
日
号
の
投
稿

欄
に
も
「
動
力
の
基
礎
公
理
」
を
出
す
と
い
っ
た
ケ
ー
ス
も
あ
る
。
各
欄
が
こ
の

よ
う
に
密
接
な
つ
な
が
り
を
も
ち
、
展
開
し
て
い
っ
た
事
実
は
見
落
と
す
こ
と
が

で
き
な
い
。

質
疑
応
答
と
議
論

熊
楠
の
「
東
洋
の
星
座
」
は
、
ロ
ッ
キ
ャ
ー
が
さ
か
ん
に
古
天
文
学
の
記
事
を

掲
載
し
て
い
た
の
に
触
発
さ
れ
た
Ｍ
・
Ａ
・
Ｂ
が
、
古
代
の
星
座
に
関
す
る
質
問

を
出
し
、
ま
ず
ロ
ッ
キ
ャ
ー
の
回
答
が
出
た
の
に
つ
づ
い
て
、
補
完
的
な
論
文
と

し
て
掲
載
さ
れ
る
と
い
う
、
複
雑
に
か
ら
ま
り
あ
っ
た
関
係
性
の
な
か
に
あ
っ
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た（
7
）
が
、
こ
の
よ
う
な
質
疑
応
答
、
議
論
と
い
っ
た
も
の
は
当
時
の
『
ネ
イ

チ
ャ
ー
』
に
お
い
て
一
般
的
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

ま
ず
は
「
海
辺
で
洗
わ
れ
て
い
た
無
数
の
昆
虫
」
で
あ
る
。
八
月
一
七
日
号
に

ソ
フ
ィ
ー
・
ク
ロ
ポ
ト
キ
ン
が
寄
せ
た
も
の
で
、
ケ
ン
ト
の
海
岸
の
波
打
ち
際
に

何
マ
イ
ル
に
も
渡
っ
て
無
数
の
羽
蟻
が
流
れ
つ
い
て
い
る
の
を
見
か
け
た
が
、
投

稿
者
の
ど
な
た
か
情
報
を
く
れ
な
い
か
と
い
う
の
で
あ
っ
た
（
投
稿
の
日
付
は
八

月
一
〇
日
）。
な
お
、
ピ
ョ
ー
ト
ル
・
ク
ロ
ポ
ト
キ
ン
の
夫
人
で
あ
る
。
こ
れ
に

は
八
月
二
四
日
号
で
す
ぐ
さ
ま
回
答
が
出
て
、
オ
ズ
ワ
ル
ド
・
Ｈ
・
ラ
タ
ー
が
、

八
月
七
日
に
近
く
の
サ
リ
ー
で
北
西
か
ら
の
強
風
が
あ
り
、
羽
蟻
が
海
上
に
吹
き

飛
ば
さ
れ
て
し
ま
い
、
そ
の
死
骸
が
海
岸
に
流
れ
着
い
た
の
だ
ろ
う
と
述
べ
た
。

ラ
タ
ー
は
蜂
に
つ
い
て
の
著
作
が
あ
る
ア
マ
チ
ュ
ア
の
昆
虫
学
者
で
あ
っ
た
。
質

問
と
応
答
が
見
事
に
噛
み
合
い
、
満
足
す
べ
き
情
報
交
換
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と

が
わ
か
る
。

そ
れ
か
ら
も
う
ひ
と
つ
、「
ア
ッ
シ
リ
ア
遺
物
の
盗
難
」
を
見
て
い
き
た
い
。

現
在
の
『
ネ
イ
チ
ャ
ー
』
で
は
分
野
外
と
な
る
考
古
学
に
関
す
る
も
の
で
、
な
お

か
つ
投
稿
者
に
ア
ッ
シ
リ
ア
人
が
ふ
く
ま
れ
る
と
い
う
注
目
す
べ
き
議
論
で
あ

る
。発

端
と
な
っ
た
の
は
、
八
月
一
〇
日
号
の
彙
報
欄
に
無
署
名
の
記
事
（
お
そ
ら

く
編
集
部
に
よ
る
）
と
し
て
出
た
「
ア
ッ
シ
リ
ア
遺
物
の
盗
難
」
で
あ
っ
た
。
一

頁
半
ほ
ど
の
長
め
の
記
事
で
、
ア
ッ
シ
リ
ア
学
者
の
ラ
ッ
サ
ム
が
、
大
英
博
物
館

の
Ｗ
・
バ
ッ
ジ
を
相
手
取
っ
て
名
誉
毀
損
の
裁
判
を
起
こ
し
た
こ
と
を
報
じ
て
い

る
。
ラ
ッ
サ
ム
は
モ
ー
ス
ル
生
ま
れ
で
キ
リ
ス
ト
教
徒
の
ア
ッ
シ
リ
ア
人
で
、

一
八
七
〇
〜
八
〇
年
代
に
Ａ
・
Ｈ
・
レ
ヤ
ー
ド
の
助
手
と
し
て
バ
ビ
ロ
ニ
ア
遺
跡

の
発
掘
に
携
わ
り
、
マ
ル
ド
ゥ
ク
神
殿
、
太
陽
の
神
殿
な
ど
で
貴
重
な
遺
物
を
発

見
し
た
。
そ
の
う
ち
キ
ュ
ロ
ス
・
シ
リ
ン
ダ
ー
な
ど
多
く
が
大
英
博
物
館
に
収
め

ら
れ
た
の
だ
が
、
実
は
ラ
ッ
サ
ム
は
発
掘
品
の
う
ち
優
れ
た
も
の
は
縁
者
を
使
っ

て
こ
っ
そ
り
と
国
外
へ
運
び
出
し
て
金
に
換
え
、
残
り
の
「
が
ら
く
た
」
の
み
を

大
英
博
物
館
に
高
い
値
段
で
売
り
つ
け
た
の
だ
と
バ
ッ
ジ
が
発
表
し
た
た
め
、

怒
っ
た
ラ
ッ
サ
ム
が
訴
え
た
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
八
月
一
〇
日
号
の
記
事
が
ど
ち

ら
か
と
い
う
と
バ
ッ
ジ
に
同
情
的
な
調
子
だ
っ
た
た
め
か
、
ラ
ッ
サ
ム
は
九
月

二
一
日
号
の
投
稿
欄
に
長
文
の
論
文
を
寄
せ
、
そ
の
よ
う
な
事
実
は
な
い
と
反
論

し
、つ
づ
け
て
一
〇
月
五
日
号
に
も
再
び
抗
議
の
論
文
を
出
し
て
い
る
。
し
か
し
、

一
〇
月
二
六
日
号
で
は
ユ
ニ
ヴ
ァ
ー
シ
テ
ィ
・
カ
レ
ッ
ジ
・
ロ
ン
ド
ン
の
Ｗ
・
Ｍ
・

フ
リ
ン
ダ
ー
ス
＝
パ
ト
リ
ー
が
「
遺
物
の
盗
難
」
と
微
妙
に
タ
イ
ト
ル
を
変
え
て

論
文
を
出
し
、
エ
ジ
プ
ト
な
ど
国
外
の
発
掘
現
場
で
は
現
地
人
に
よ
る
盗
難
が
頻

繁
に
起
こ
っ
て
お
り
、
何
ら
か
の
対
抗
措
置
を
考
え
な
い
か
ぎ
り
被
害
は
な
く
な

ら
な
い
と
述
べ
て
い
る
。
と
も
か
く
裁
判
は
ラ
ッ
サ
ム
の
勝
訴
に
終
わ
り
、
現
在

で
も
ラ
ッ
サ
ム
の
側
に
不
正
行
為
は
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
ち
ら
は

質
疑
応
答
で
は
な
い
も
の
の
、
こ
の
よ
う
な
議
論
は
当
時
の
『
ネ
イ
チ
ャ
ー
』
で

珍
し
く
な
か
っ
た
。

ち
な
み
に
考
古
学
や
人
類
学
の
論
文
は
、
多
く
は
な
い
も
の
の
何
篇
か
見
え
、

第
四
八
巻
で
は
こ
の
ほ
か
に
も
一
〇
月
五
日
号
に
出
た
ア
メ
リ
カ
の
民
族
学
者

オ
ー
テ
ィ
ス
・
Ｔ
・
メ
イ
ソ
ン
「
ニ
ュ
ー
カ
レ
ド
ニ
ア
の
製
陶
」
な
ど
が
挙
げ
ら

れ
る
。

次
に
補
足
・
修
正
に
つ
い
て
確
認
し
よ
う
。
熊
楠
が
自
分
自
身
の
論
文
に
対
し

て
、
し
ば
し
ば
短
い
補
足
や
修
正
を
投
稿
し
た
の
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
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れ
も
当
時
の
『
ネ
イ
チ
ャ
ー
』
に
お
い
て
ふ
つ
う
に
見
ら
れ
る
こ
と
で
あ
っ
た
。

前
述
の
ラ
ッ
サ
ム
が
ま
さ
に
そ
う
で
あ
り
、
そ
れ
以
外
に
も
八
月
三
日
号
で
Ｊ
・

Ｊ
・
ウ
ォ
ー
カ
ー
が
、
前
週
の
彙
報
欄
で
取
り
上
げ
ら
れ
た
自
分
の
報
告
の
要
約

へ
の
「
訂
正
」
を
出
し
て
い
る
よ
う
な
ケ
ー
ス
が
あ
る
。

た
だ
、『
Ｎ
＆
Ｑ
』
の
場
合
に
は
各
論
文
の
タ
イ
ト
ル
部
分
に
応
答
・
継
続
・

補
足
関
係
の
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
が
付
く
の
だ
が
、『
ネ
イ
チ
ャ
ー
』
で
は
そ
う
い
っ

た
こ
と
が
な
く
、
本
文
中
で
先
行
す
る
投
稿
が
示
さ
れ
る
の
み
で
あ
る
。
な
お
か

つ
熊
楠
の
「
東
洋
の
星
座
」
の
場
合
の
よ
う
に
タ
イ
ト
ル
が
変
更
さ
れ
る
こ
と
が

し
ば
し
ば
あ
る
た
め
、
議
論
の
道
筋
を
た
ど
る
の
は
か
な
り
厄
介
と
な
る
。
こ
れ

は
現
在
の
私
た
ち
だ
け
で
な
く
、
当
時
の
読
者
に
と
っ
て
も
そ
う
だ
っ
た
で
あ
ろ

う
。
ま
た
、各
号
に
約
五
〇
篇
が
載
る
『
Ｎ
＆
Ｑ
』
に
く
ら
べ
て
、『
ネ
イ
チ
ャ
ー
』

の
投
稿
欄
に
は
各
号
約
六
・
八
篇
し
か
出
て
お
ら
ず
、
投
稿
自
体
が
少
な
い
。
そ

う
し
た
点
か
ら
す
る
と
、『
Ｎ
＆
Ｑ
』
ほ
ど
は
情
報
交
換
誌
の
性
格
が
強
く
な
か
っ

た
と
考
え
ら
れ
る
。

反
応
の
早
さ
と
い
う
点
は
『
Ｎ
＆
Ｑ
』
と
変
わ
ら
ず
、
た
と
え
ば
前
述
の
ウ
ォ

レ
ス
の
一
〇
月
一
九
日
号
「
ブ
ラ
ジ
ル
の
氷
河
作
用
と
推
定
さ
れ
る
も
の
」
に
対

し
て
は
、
早
く
も
翌
一
〇
月
二
六
日
号
で
ヘ
ン
リ
ー
・
Ｈ
・
ハ
ワ
ー
ス
「
ブ
ラ
ジ

ル
の
氷
河
作
用
」
と
デ
イ
ヴ
ィ
ッ
ド
・
ウ
ィ
ル
ソ
ン
・
バ
ー
カ
ー
「
ブ
ラ
ジ
ル
の

氷
河
作
用
―
星
々
の
き
ら
め
き
」
が
出
て
い
る
。
ひ
と
つ
の
投
稿
に
対
し
て
、
複

数
人
か
ら
応
答
が
出
て
、
議
論
が
複
雑
に
展
開
し
て
い
く
点
も
同
様
で
あ
る
。
別

稿
で
指
摘
し
た
よ
う
に
、
週
刊
誌
な
ら
で
は
の
ス
ピ
ー
ド
と
い
え
よ
う（
8
）。

日
本
や
中
国
へ
の
関
心

『
ネ
イ
チ
ャ
ー
』
第
四
八
巻
に
は
、
日
本
や
中
国
、
イ
ン
ド
に
関
す
る
話
題
が

い
く
つ
か
確
認
で
き
る
。
そ
れ
ら
を
見
る
こ
と
で
、「
東
洋
の
星
座
」
の
位
置
づ

け
に
迫
れ
る
だ
ろ
う
。

ま
ず
は
日
本
だ
が
、投
稿
欄
に
は
日
本
関
連
の
論
文
は
な
い
。
記
事
は
八
件
で
、

い
ず
れ
も
彙
報
欄
に
出
て
い
る
。
署
名
記
事
は
ペ
リ
ー
の
も
の
の
み
で
、
ほ
か
は

新
聞
や
雑
誌
な
ど
か
ら
の
引
用
と
な
っ
て
い
る
。
ま
ず
六
月
八
日
号
に
、ジ
ョ
ン
・

ペ
リ
ー
に
よ
る
「
日
本
の
地
震
学
」
が
出
て
い
る
。
工
部
大
学
校
で
土
木
学
と
機

械
学
を
担
当
し
た
技
術
者
だ
が
、
こ
こ
で
は
一
八
九
一
年
に
起
き
た
濃
尾
地
震
に

つ
い
て
述
べ
、
結
び
で
は
日
本
地
震
学
の
父
と
さ
れ
る
ジ
ョ
ン
・
ミ
ル
ン
へ
の
募

金
も
呼
び
か
け
て
い
る
。
九
月
二
一
日
号
の
Ｂ
・
ノ
ー
ト
に
は
、
日
本
協
会
の
会

合
が
二
七
日
に
開
か
れ
、
ミ
ル
ン
が
「
日
本
に
お
け
る
噴
火
、
地
震
の
発
生
に
関

す
る
短
報
」
を
報
告
す
る
予
定
だ
と
あ
る
。
ミ
ル
ン
は
前
年
に
、
同
じ
く
お
雇
い

外
国
人
写
真
家
で
あ
っ
た
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
Ｋ
・
バ
ー
ト
ン
と
の
共
著
『
日
本
の
地

震
』
で
濃
尾
地
震
に
つ
い
て
発
表
し
て
お
り
、
こ
の
こ
ろ
ち
ょ
う
ど
イ
ギ
リ
ス
に

帰
国
中
だ
っ
た
た
め
、
講
演
会
が
企
画
さ
れ
た
の
だ
ろ
う
。
地
震
や
噴
火
に
関
す

る
記
事
は
多
く
、
六
月
二
二
日
号
の
ノ
ー
ト
冒
頭
に
、『
タ
イ
ム
ズ
』
か
ら
磐
梯

山
の
一
八
八
八
年
の
噴
火
に
つ
い
て
引
か
れ
、
八
月
二
四
日
号
の
同
欄
に
も
『
タ

イ
ム
ズ
』
の
続
報
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
同
日
の
同
欄
に
は
、『
東
京
帝

国
大
学
紀
要 

理
科
』
五
巻
六
号
に
出
た
小
藤
文
次
郎
の
濃
尾
地
震
に
関
す
る
論

文
が
紹
介
さ
れ
て
お
り
、
一
〇
月
一
二
日
号
の
Ｄ
・
地
理
学
ノ
ー
ト
に
も
同
じ
論

文
が
引
か
れ
て
い
る
。
一
〇
月
二
六
日
号
の
ノ
ー
ト
に
は
、
Ｅ
・
ナ
ウ
マ
ン
の
論
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文
が
取
り
上
げ
ら
れ
、
フ
ォ
ッ
サ
・
マ
グ
ナ
に
つ
い
て
詳
し
く
扱
わ
れ
て
い
る
。

こ
の
ほ
か
、
八
月
二
四
日
号
の
ノ
ー
ト
に
、
ア
メ
リ
カ
の
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ミ
ュ
ー

ジ
ア
ム
か
ら
出
版
さ
れ
た
Ｒ
・
ヒ
ッ
チ
コ
ッ
ク
の
『
日
本
の
古
墳
』
が
紹
介
さ
れ

て
い
る
。
こ
の
頁
に
は
、『
タ
イ
ム
ズ
』、
小
藤
、
ヒ
ッ
チ
コ
ッ
ク
と
日
本
関
連
の

記
事
が
三
つ
も
並
ん
で
い
る
こ
と
に
な
る
。

日
本
に
関
す
る
記
事
か
ら
は
、
地
質
学
、
な
か
で
も
地
震
と
噴
火
に
関
す
る
関

心
の
高
さ
が
読
み
取
れ
る
。
濃
尾
地
震
と
磐
梯
山
噴
火
と
い
う
二
つ
の
大
き
な
出

来
事
の
影
響
は
も
ち
ろ
ん
、
ミ
ル
ン
、
ペ
リ
ー
、
バ
ー
ト
ン
ら
イ
ギ
リ
ス
人
が
関

わ
っ
て
い
た
こ
と
で
、
再
三
の
記
事
に
つ
な
が
っ
た
の
だ
ろ
う
。
そ
の
な
か
で
小

藤
ら
日
本
人
の
論
文
も
紹
介
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
注
目
さ
れ
る
。

中
国
関
連
の
論
文
は
四
篇
、記
事
は
二
篇
で
あ
る
。
投
稿
欄
か
ら
見
て
い
く
と
、

五
月
四
日
号
に
ス
カ
ー
チ
リ
ー
「
一
八
九
三
年
春
の
香
港
の
寒
波
、
そ
の
影
響
」

が
あ
り
、
五
月
二
五
日
号
に
チ
ャ
ー
ル
ズ
・
Ａ
・
ノ
ー
コ
ッ
ク
の
「
北
シ
ナ
海
の

気
象
状
態
」
が
出
て
い
る
。
ノ
ー
コ
ッ
ク
は
海
軍
の
カ
ロ
ラ
イ
ン
号
に
乗
船
し
て

い
た
人
物
で
、
香
港
か
ら
投
稿
し
て
い
る
。
な
お
、
北
シ
ナ
海
と
は
、
現
在
の
東

シ
ナ
海
付
近
に
相
当
す
る
よ
う
だ
。
そ
し
て
、
熊
楠
の
「
東
洋
の
星
座
」
と
「
動

物
の
保
護
色
に
関
す
る
中
国
人
の
先
駆
的
観
察
」（
一
〇
月
一
二
日
号
）
と
な
る
。

記
事
は
、
八
月
一
〇
日
号
の
ノ
ー
ト
に
上
海
近
郊
で
気
象
学
協
会
が
設
立
さ
れ
た

こ
と
が
出
て
い
る
の
と
、
八
月
一
七
日
号
の
ノ
ー
ト
で
『
ハ
ン
ザ
』
か
ら
中
国
近

海
の
台
風
に
つ
い
て
紹
介
さ
れ
た
も
の
だ
。

数
で
言
え
ば
、
ア
ジ
ア
関
連
で
は
イ
ン
ド
が
も
っ
と
も
多
く
、
ま
ず
論
文
は
五

篇
を
数
え
る
。
五
月
二
七
日
号
の
Ｅ
・
ダ
グ
ラ
ス
・
ア
ー
チ
ボ
ル
ド
「
二
四
時
間

で
の
最
多
雨
量
」
で
イ
ン
ド
の
チ
ラ
プ
ン
ジ
の
例
が
挙
げ
ら
れ
、
六
月
二
二
日
号

に
は
同
じ
く
ア
ー
チ
ボ
ル
ド
に
よ
る「
セ
イ
ロ
ン
に
お
け
る
大
小
の
モ
ン
ス
ー
ン
」

が
出
て
い
る
。
そ
れ
か
ら
前
述
の
カ
ン
ハ
イ
ヤ
ラ
ル
に
よ
る
、七
月
一
三
日
号「
奇

妙
な
霰
」、
八
月
三
一
日
号
「
数
学
者
へ
の
ア
ピ
ー
ル
」
が
あ
り
、
こ
れ
に
つ
い

て
は
後
述
す
る
。
そ
し
て
最
後
が
熊
楠
「
東
洋
の
星
座
」
と
な
る
。

記
事
は
一
〇
篇
が
確
認
さ
れ
、
五
月
四
日
号
の
ノ
ー
ト
で
『
イ
ン
ド
内
科
外
科

雑
誌
』
の
創
刊
が
話
題
に
挙
げ
ら
れ
た
の
に
始
ま
り
、
五
月
一
一
日
号
の
ノ
ー
ト

で
イ
ン
ド
の
産
業
に
つ
い
て
の
報
告
書
が
紹
介
さ
れ
、
五
月
二
五
日
号
の
ノ
ー
ト

で
は
『
パ
イ
オ
ニ
ア
・
メ
イ
ル
』
か
ら
コ
ブ
ラ
に
関
す
る
迷
信
が
取
り
上
げ
ら
れ

る
。
コ
ブ
ラ
を
一
匹
で
も
殺
す
と
仲
間
の
コ
ブ
ラ
た
ち
が
集
ま
っ
て
き
て
復
讐
す

る
と
い
う
も
の
で
、
実
際
に
イ
ル
ダ
ー
ト
ン
と
い
う
イ
ギ
リ
ス
軍
人
が

み
殺
さ

れ
た
と
あ
る
。
七
月
二
七
日
号
の
ノ
ー
ト
で
は
前
述
の
「
二
四
時
間
で
の
最
多
雨

量
」
に
対
し
て
、『
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
・
プ
ラ
ン
タ
ー
ズ
・
ガ
ゼ
ッ
ト
』
か
ら
デ
ラ
・

ド
ゥ
ー
ン
で
の
さ
ら
な
る
豪
雨
を
報
じ
た
記
事
が
引
用
さ
れ
て
い
る
。
八
月
一
〇

日
号
で
は
、
無
署
名
記
事
「
バ
ル
ー
チ
ス
タ
ー
ン
の
地
震
」
で
一
八
九
二
年
一
二

月
に
起
き
た
大
地
震
が
写
真
付
き
で
紹
介
さ
れ
、
ノ
ー
ト
に
は
カ
ル
カ
ッ
タ
の
園

芸
雑
誌
か
ら
、
イ
ン
ド
へ
の
日
本
か
ら
の
桑
の
導
入
が
失
敗
し
た
と
い
う
報
告
が

取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
八
月
三
一
日
号
の
ノ
ー
ト
に
は
、
古
代
イ
ン
ド
か
ら
地

中
海
世
界
へ
琥
珀
が
輸
出
さ
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
の
ド
イ
ツ
の
学
会
報
告

が
紹
介
さ
れ
、
九
月
二
一
日
号
の
ノ
ー
ト
で
は
『
セ
イ
ロ
ン
・
オ
ブ
ザ
ー
ヴ
ァ
ー
』

か
ら
コ
ロ
ン
ボ
に
動
物
園
が
で
き
た
件
、
同
じ
頁
に
一
八
九
二
年
度
の
イ
ン
ド
測

量
に
つ
い
て
の
報
告
も
引
用
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
一
〇
月
一
九
日
号
に
、
フ

ラ
ン
シ
ス
・
ゴ
ー
ル
ト
ン
の
「
イ
ン
ド
軍
に
お
け
る
指
紋
」
の
記
事
が
出
て
い
る
。

な
お
、
索
引
で
は
イ
ン
ド
と
セ
イ
ロ
ン
が
分
け
ら
れ
て
い
る
が
、
本
稿
で
は
便
宜
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上
、
ひ
と
つ
に
ま
と
め
た
。

こ
れ
以
外
に
も
ア
ジ
ア
の
話
題
と
し
て
は
、
五
月
四
日
号
の
ノ
ー
ト
に
ビ
ル
マ

産
の
宝
石
に
つ
い
て
の
記
事
が
あ
る
な
ど
、
い
く
つ
か
確
認
で
き
る
。

さ
て
、
以
上
か
ら
す
る
と
、
日
本
が
地
震
と
噴
火
、
中
国
が
気
象
に
偏
っ
て
い

た
の
に
対
し
て
、
イ
ン
ド
の
話
題
の
多
様
性
が
指
摘
で
き
る
だ
ろ
う
。
イ
ギ
リ
ス

支
配
下
に
あ
っ
た
こ
と
、
イ
ギ
リ
ス
人
に
よ
る
報
告
が
本
国
に
も
た
ら
さ
れ
て
い

た
こ
と
、
多
数
の
英
文
の
新
聞
や
雑
誌
が
発
行
さ
れ
て
い
た
こ
と
な
ど
が
原
因
と

考
え
ら
れ
る
。

ラ
ホ
ー
ル
の
カ
ン
ハ
イ
ヤ
ラ
ル

つ
づ
い
て
、
カ
ン
ハ
イ
ヤ
ラ
ル
に
つ
い
て
見
て
お
こ
う
。
ラ
ホ
ー
ル
か
ら
投
稿

し
て
い
る
人
物
で
、
文
章
か
ら
す
る
と
現
地
の
イ
ン
ド
人
と
判
断
さ
れ
る
が
、
残

念
な
が
ら
詳
細
は
判
明
し
て
い
な
い
。『
ネ
イ
チ
ャ
ー
』
へ
の
投
稿
も
こ
こ
で
取

り
上
げ
る
二
篇
の
み
で
あ
る
。

七
月
一
三
日
号
に
出
た
「
奇
妙
な
霰
」
は
、
友
人
か
ら
聞
い
た
話
と
し
て
、
数

日
前
に
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
の
ダ
デ
ュ
ザ
イ
と
い
う
村
で
嵐
が
あ
り
、
霰
が
降
っ
た
。

し
か
し
、
ま
っ
た
く
冷
た
く
な
く
、
食
べ
る
と
砂
糖
の
味
が
し
た
。
ま
た
、
特
殊

な
細
長
い
結
晶
を
し
て
お
り
、
砕
け
や
す
か
っ
た
と
い
う
。
な
お
、
投
稿
の
日
付

は
六
月
二
〇
日
と
な
っ
て
お
り
、
イ
ン
ド
か
ら
の
投
稿
が
三
週
間
あ
ま
り
で
掲
載

さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

八
月
三
一
日
号
の
「
数
学
者
へ
の
ア
ピ
ー
ル
」
は
か
な
り
長
文
の
も
の
で
、
自

身
が
長
年
に
わ
た
っ
て
『
ラ
ー
マ
ー
ヤ
ナ
』
を
研
究
し
て
き
た
こ
と
か
ら
語
り
始

め
、
従
来
の
年
代
考
証
の
不
正
確
さ
に
苦
言
を
呈
す
。
そ
し
て
エ
ジ
プ
ト
学
者
た

ち
が
彗
星
や
日
食
の
記
録
を
も
と
に
し
た
「
天
文
学
的
方
法
」
で
、
フ
ァ
ラ
オ
た

ち
に
関
す
る
年
代
特
定
に
成
功
し
て
い
る
例
を
挙
げ
、
古
代
イ
ン
ド
史
に
も
も
っ

と
「
数
学
的
な
天
文
学
」
を
も
ち
こ
む
べ
き
だ
と
主
張
す
る
。
そ
し
て
、
た
と
え

ば
ラ
ー
マ
王
子
が
誕
生
し
た
と
き
の
月
、
太
陽
、
水
星
〜
土
星
の
位
置
は
明
記
さ

れ
て
い
る
の
だ
か
ら
、
専
門
の
心
得
の
あ
る
数
学
者
に
計
算
し
て
ほ
し
い
と
述
べ

る
の
で
あ
る
。
こ
ち
ら
の
投
稿
の
日
付
は
八
月
八
日
で
あ
る
。

カ
ン
ハ
イ
ヤ
ラ
ル
の
二
篇
の
論
文
は
、
当
時
の
『
ネ
イ
チ
ャ
ー
』
や
、
ア
ジ
ア

か
ら
の
投
稿
、
熊
楠
の
「
東
洋
の
星
座
」
に
つ
い
て
考
え
る
に
あ
た
っ
て
、
き
わ

め
て
示
唆
的
だ
と
思
わ
れ
る
。「
変
わ
っ
た
霰
」
は
ち
ょ
っ
と
信
じ
が
た
い
よ
う

な
内
容
で
、
し
か
も
伝
聞
で
あ
る
。
一
八
九
三
年
と
は
い
え
、『
ネ
イ
チ
ャ
ー
』

に
こ
の
よ
う
な
論
文
が
出
る
と
は
驚
き
だ
が
、
気
象
に
関
す
る
現
地
か
ら
の
珍
し

い
報
告
と
い
う
こ
と
で
許
容
さ
れ
た
の
だ
ろ
う
か
。一
方
の「
数
学
者
へ
の
ア
ピ
ー

ル
」は
、「
東
洋
の
星
座
」と
き
わ
め
て
位
置
づ
け
が
近
い
。
お
そ
ら
く
ロ
ッ
キ
ャ
ー

の
影
響
に
よ
る
で
あ
ろ
う
古
天
文
学
の
論
文
が
ア
ジ
ア
か
ら
投
稿
さ
れ
て
い
た
の

で
あ
る
。
ま
た
、『
ラ
ー
マ
ー
ヤ
ナ
』
は
古
く
か
ら
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
研
究
さ
れ
、

す
で
に
こ
の
と
き
英
訳
も
あ
っ
た
と
は
い
え
、
イ
ギ
リ
ス
人
に
は
扱
い
づ
ら
い
東

洋
文
学
の
資
料
で
あ
っ
た
。
な
お
か
つ
、
カ
ン
ハ
イ
ヤ
ラ
ル
は
自
身
で
は
計
算
し

て
お
ら
ず
、
ア
ピ
ー
ル
の
み
に
留
ま
っ
て
い
る
点
か
ら
す
る
と
、
熊
楠
の
場
合
と

同
様
に
、
天
文
学
の
専
門
家
で
は
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ロ
ッ
キ
ャ
ー
は
、

さ
ま
ざ
ま
な
場
所
で
、
こ
う
し
た
問
題
意
識
を
誘
発
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
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お
わ
り
に

以
上
、第
四
八
巻
を
詳
細
に
見
る
こ
と
で
、熊
楠
が
デ
ビ
ュ
ー
し
た
こ
ろ
の
『
ネ

イ
チ
ャ
ー
』
に
つ
い
て
い
く
つ
か
の
理
解
に
至
れ
た
で
あ
ろ
う
。
誌
面
構
成
か
ら

は
、
一
般
読
者
向
け
の
コ
ン
テ
ン
ツ
の
多
さ
、
編
集
部
記
事
が
大
部
分
を
占
め
た

こ
と
、
そ
し
て
そ
の
な
か
に
投
稿
欄
が
存
在
し
た
点
が
確
認
さ
れ
た
。
投
稿
に
は

専
門
の
科
学
者
と
、
ア
マ
チ
ュ
ア
に
よ
る
も
の
と
が
混
在
し
て
い
る
。
た
だ
し
、

こ
こ
で
い
う
ア
マ
チ
ュ
ア
に
は
、大
学
等
の
研
究
職
に
就
い
て
は
い
な
い
も
の
の
、

専
門
家
な
み
の
知
識
や
技
術
を
備
え
て
い
た
人
物
も
お
り
、
単
純
に
一
線
が
引
け

る
わ
け
で
は
な
い
。
む
し
ろ
、
そ
う
し
た
区
分
の
難
し
さ
こ
そ
が
イ
ギ
リ
ス
の
学

問
世
界
の
特
徴
な
の
だ
ろ
う
。
本
稿
で
取
り
上
げ
た
投
稿
者
た
ち
に
は
現
代
ま
で

名
の
残
る
一
流
の
科
学
者
が
多
い
が
、
か
な
ら
ず
し
も
大
学
教
員
ば
か
り
で
は
な

く
、
何
人
も
の
ア
マ
チ
ュ
ア
が
ふ
く
ま
れ
て
い
る
。

投
稿
欄
の
掲
載
論
文
は
各
号
約
六
・
八
篇
と
あ
ま
り
多
く
な
い
が
、
イ
ギ
リ
ス

国
内
外
の
投
稿
者
に
よ
っ
て
質
疑
応
答
や
議
論
の
応
酬
が
行
わ
れ
て
お
り
、
ま
た

同
じ
人
物
が
繰
り
返
し
投
稿
す
る
こ
と
も
ふ
つ
う
で
あ
っ
た
。こ
れ
は
熊
楠
の『
ネ

イ
チ
ャ
ー
』
へ
の
投
稿
が
、
け
っ
し
て
彼
だ
け
の
特
異
な
や
り
方
で
は
な
か
っ
た

こ
と
を
教
え
て
く
れ
る
。
な
お
か
つ
、
そ
う
し
た
議
論
は
投
稿
欄
に
の
み
留
ま
る

も
の
で
は
な
く
、
し
ば
し
ば
編
集
部
記
事
と
も
関
連
し
て
い
た
。
と
く
に
ロ
ッ

キ
ャ
ー
に
よ
る
天
文
学
関
連
の
記
事
は
読
者
を
触
発
し
、
投
稿
を
促
し
た
と
考
え

ら
れ
る
。
ま
た
熊
楠
が
寄
せ
た
諸
論
文
は
、
現
在
の
『
ネ
イ
チ
ャ
ー
』
か
ら
す
る

と
違
和
感
を
覚
え
る
よ
う
な
も
の
も
多
い
が
、
ラ
ッ
サ
ム
ら
の
投
稿
や
、
補
足
・

訂
正
の
多
さ
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
こ
の
時
代
に
は
け
っ
し
て
場
違
い
で
は
な

か
っ
た
。
む
し
ろ
、熊
楠
の
ス
タ
イ
ル
は
『
ネ
イ
チ
ャ
ー
』
に
な
ら
っ
た
も
の
だ
っ

た
と
い
う
べ
き
な
の
か
も
し
れ
な
い
。

誌
面
に
お
け
る
ア
ジ
ア
に
つ
い
て
も
確
認
し
た
。
日
本
に
関
し
て
は
多
数
の
記

事
が
出
て
お
り
、
と
く
に
地
震
と
噴
火
に
つ
い
て
は
詳
細
な
情
報
が
伝
わ
り
、
日

本
人
研
究
者
の
論
文
ま
で
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
そ
う
し
た
地
質
学
の
最
新
の
知
見

と
、
熊
楠
の
古
代
に
関
す
る
論
文
の
両
者
が
併
行
し
て
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
た
の

で
あ
る
。
ま
た
、
イ
ン
ド
か
ら
の
投
稿
者
で
あ
る
カ
ン
ハ
イ
ヤ
ラ
ル
の
「
数
学
者

へ
の
ア
ピ
ー
ル
」
は
「
東
洋
の
星
座
」
と
き
わ
め
て
近
い
位
置
づ
け
に
あ
り
、
熊

楠
が
孤
立
し
た
単
独
の
存
在
で
は
な
か
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
各
地
に
熊
楠

的
な
人
間
が
い
た
の
で
あ
る
。

一
八
九
三
年
の
『
ネ
イ
チ
ャ
ー
』
が
こ
の
よ
う
な
空
間
で
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、

熊
楠
は
「
東
洋
の
星
座
」
を
投
稿
す
る
こ
と
を
思
い
つ
き
、
そ
し
て
見
事
に
掲
載

さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

注

（
1
） 

「
タ
イ
ム
ス
」
と
あ
る
の
は
熊
楠
の
記
憶
違
い
で
、『
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
・
タ
イ
ム
ズ
』

に
別
の
論
文
が
転
載
さ
れ
た
の
と
混
乱
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
松
居
竜
五
「
英

国
の
新
聞
記
事
か
ら
見
る
南
方
熊
楠
の
ロ
ン
ド
ン
時
代
」『
龍
谷
大
学
国
際
社
会
文

化
研
究
所
紀
要
』
一
五
号
、
二
〇
一
三
年
、
一
五
六
頁
。

（
2
） 
拙
稿
「『
ノ
ー
ツ
・
ア
ン
ド
・
ク
エ
リ
ー
ズ
』
誌
と
大
辞
典
の
時
代
―
『
オ
ッ
ク
ス

フ
ォ
ー
ド
英
語
大
辞
典
』、『
イ
ギ
リ
ス
人
名
事
典
』、『
エ
ン
サ
イ
ク
ロ
ペ
デ
ィ
ア
・

ブ
リ
タ
ニ
カ
』
と
南
方
熊
楠
」『
歴
史
文
化
社
会
論
講
座
紀
要
』
八
巻
、二
〇
一
一
年
。

 

・

―
「『
ノ
ー
ツ
・
ア
ン
ド
・
ク
エ
リ
ー
ズ
』
誌
掲
載
論
文
の
中
の
ア
ジ
ア
」『
南
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方
熊
楠
と
ア
ジ
ア
』
勉
誠
出
版
、
二
〇
一
一
年
。

 

・

―
「
ま
え
が
き
」『
南
方
熊
楠
英
文
論
文
﹇
ノ
ー
ツ 

ア
ン
ド 

ク
エ
リ
ー
ズ
﹈

誌
篇
』
飯
倉
照
平
監
訳
、
松
居
竜
五
・
田
村
義
也
・
志
村
真
幸
・
中
西
須
美
・
南

條
竹
則
・
前
島
志
保
訳
、
集
英
社
、
二
〇
一
四
年
。

（
3
） 

ポ
ピ
ュ
ラ
ー
・
サ
イ
エ
ン
ス
と
熊
楠
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
橋
爪
博
幸
「
南
方
熊

楠
と
『
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
・
サ
イ
エ
ン
ス
・
マ
ン
ス
リ
ー
』」『
熊
楠
研
究
』
九
号
、

二
〇
一
五
年
を
参
照
の
こ
と
。

（
4
） 

熊
楠
の
「
東
洋
の
星
座
」
が
掲
載
さ
れ
た
一
〇
月
五
日
号
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
南

方
熊
楠
と『
ネ
イ
チ
ャ
ー
』に
お
け
る
古
天
文
学
―「
東
洋
の
星
座
」投
稿
を
め
ぐ
っ

て
」『
異
端
者
た
ち
の
イ
ギ
リ
ス
』
共
和
国
、
二
〇
一
六
年
春
出
版
予
定
で
分
析
し

て
い
る
。

（
5
） 

拙
稿
「
南
方
熊
楠
と
『
ネ
イ
チ
ャ
ー
』
に
お
け
る
古
天
文
学
―
「
東
洋
の
星
座
」

投
稿
を
め
ぐ
っ
て
」
を
参
照
の
こ
と
。

（
6
） 

熊
楠
も
の
ち
に
『
Ｎ
＆
Ｑ
』
へ
の
投
稿
で
、
オ
ソ
・
イ
・
ア
ル
カ
ン
フ
ォ
ラ
ー
ダ

と
い
う
ペ
ン
ネ
ー
ム
を
用
い
た
時
期
が
あ
る
。
オ
ソ
は
ス
ペ
イ
ン
語
で
「
熊
」、
ア

ル
カ
ン
フ
ォ
ラ
ー
ダ
は
「
楠
」
を
意
味
す
る
。
使
用
し
た
理
由
は
ハ
ッ
キ
リ
し
て

い
な
い
。

（
7
） 

拙
稿
「
南
方
熊
楠
と
「
東
洋
の
星
座
」」
を
参
照
の
こ
と
。

（
8
） 

同
。


